
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

２０２２年度版 

高知赤十字病院 

救急科専門医育成プログラム 



救命救急センター概要 

【理念】 

地域に信頼される、断らない救急医療を目指します。 

【基本方針】  

1. ２４時間３６５日、積極的に救急患者を受け入れます。 

2. 患者の意思を尊重し、安心できる適切な医療を行います。 

3. 全職員が連携し、専門性の高いチーム医療を実践します。 

4. 地域の救命医療・災害拠点病院としての機能を全うします。 

5. 次世代の救命医療を担う人間性豊かな医療従事者を育成します。 

【救命診療部】 

 救命診療部長： 山下 幸一 （救急科指導医、麻酔科指導医） 

 救命診療部医師数： １５名（うち救急科指導医７名、救急科専攻医１名） 

 日本救急医学会専門医： １１名  

 日本集中治療医学会専門医： ５名  

 日本麻酔科学会専門医： ８名（うち指導医５名） 

 日本外傷学会専門医： １名 

 日本呼吸器療法医学会専門医： ３名 

【2020 年度実績】 

 年間救急外来患者数： 10,449 人 

 年間救急搬送患者数： 5,640 人 

 年間三次救急患者数： 1,609 人 

 

救命救急センターの三本柱 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

救急外来 

麻酔 集中治療 

救急搬送された多疾患の急性期患者から、定期手術後の周

術期管理、院内急変の患者等、多様な患者の管理を行う。

毎朝、デスクカンファレンス、ウォーキングカンファレンスを行

い、治療方針を決定。人工呼吸器、透析、人工心肺といった

代替療法や、昇圧剤、抗生剤といった内科的治療、超音波

検査を用いた血行動態評価や呼吸療法を行っている。 

麻酔科と協力しながら、予定手術の全身麻酔を担当。 

週３～５日麻酔を担当し、年間１２０～１５０症例の経験を

積むことが出来る。比較的リスクの少ない低侵襲な手術

から、心臓血管外科といった、幅広く症例を経験すること

が可能。緊急症例の麻酔も担当することがある為、患者

の蘇生から集学治療への管理を習得することが出来る。 

 

３度熱傷、中毒、重症多発外傷といった３次救急はもちろん、独歩で受診されるような１次救急まで、多彩な疾患の

患者が来院する。１日１５～２０台の救急搬送を受け入れており、要請があればドクターカーで病院前診療を行う。

JCS３桁の重度意識障害、ショック状態の循環不全、挿管管理を要する呼吸不全、緊急透析を要する電解質異常

等、重症患者は初療から手術、集中治療を見据えた診療を行う為に、当科が各科と協力し合い、診察にあたる。 

 

年間重篤患者数（2020年 抜粋）

疾病名 患者数

病院外心停止 95人

重症急性冠症候群 91人

重症脳血管障害 154人

重症外傷 110人

重症消化管出血 92人

敗血症 106人

重症呼吸不全 86人

重症急性心不全 40人



連携施設 

★連携施設（3 施設） 

☆関連施設（3 施設） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

研修スケジュール 

研修期間は３年間で、以下の条件を満たしつつ、研修施設については適宜相談しながら決定する。 

①基幹施設での研修は２年以上 

②地域医療研修の３ヵ月以上の実施 

【実際の専攻医の研修ローテーション】 

 

 

ある専攻医の一週間 

 

 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
1年
2年
3年

専攻医
A

幡多けんみん病院

高知赤十字病院

高知赤十字病院

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
1年
2年
3年

専攻医
B

高知赤十字病院

高知赤十字病院 高知赤十字病院あき総合病院

月 火 水 木 金 土 日

week1 ER
病棟

D-cross
当直 明け ER 休 休

week2 ER
ER

D-cross
当直 明け

ER
D-cross

ER 休

高知赤十字病院 

✚ ★高知大学医学部付属病院 
★高知医療センター 

国立高知病院★ 

くぼかわ病院☆ 

幡多けんみん病院☆ 

☆あき総合病院 

豊富な症例 

専攻医の必須経験項目は全部で１６０症例以上。 

【A 症候】 心停止、意識障害、動悸、倦怠感 など 

【B 病態】 急性呼吸不全、敗血症、アナフィラキシー、頭部外傷 など 

【C 手技】 胸腔ドレーン、気管切開、心嚢穿刺、緊急 IVR など 

当院では１年目で約１２０症例、２年目で約２２０症例の経験が可能。 



病院沿革                                         

昭和 ３年：日本赤十字社高知県支部療院として開設 

平成 ６年：高知県で最初の救命救急センター開設 

平成１１年：全国初の脳死下臓器提供実施（1 例目と 50 例目） 

平成１５年：臨床研修病院に指定される 

平成１７年：地域医療支援病院となる 

平成１９年：放射線画像情報システム（ＰＡＣＳ）稼働 

平成２０年：病院創立８０周年 

平成２３年：災害拠点病院として東日本大震災救護班編成出動（12 班） 

平成２７年：高知県がん診療連携推進病院に指定される 

平成２８年：熊本地震救護班編成出動（4 班） 

平成３０年：基幹施設として専門研修プログラム（内科・救急）を開始 

令和元年：５月６日新病院新築移転 

病院概要                                         

許可病床数： ４０２床 

階 数： ８階建 

標 榜 診 療 科： ２８科 

血液内科 糖尿病・腎臓内科 循環器内科 呼吸器内科 消化器内科 内科 

呼吸器外科 消化器外科 乳腺・内分泌外科 外科 脳神経外科 整形外科 

リウマチ科 小児科 産婦人科 耳鼻咽喉科 眼科 放射線科 皮膚科 

泌尿器科 麻酔科 形成外科 精神科 脳神経内科 心療内科 心臓血管外科 

リハビリテーション科 病理診断科 （他 救命診療部 健診部） 

医 師 数： １１２名（２０２１年４月時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒７８０－８５６２ 

高知市秦南町一丁目 4 番 63-11 号 

高知赤十字病院 総務・人事課 医師専門研修担当 

TEL：０８８－８２２－１２０１／E-mail：kenshu@kochi-med.jrc.or.jp 

高知赤十字病院 救命救急センター 検 索 

救命診療部のホームページ、ﾌﾞﾛｸﾞはこちらから！ 


